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◆あ～、すっかい！

20年以上前のこと。晩ごはんをご馳走になるた

め、母方の祖父母の家に行くことが度々あった。

「○○があるから、食べにおいで。」

というお誘いである。

美味しいものをひととおり食べて満腹になる頃

に、デザートと称するフルーツが登場する。

じいちゃんは、酸っぱいものが苦手だ。ならば

食べなければいいのにと思うのだが、じいちゃん

は、みんなが食べているのと同じものを口に入れ

る。そして決まって大騒ぎするのだ。

「あ～、すっかい！」(＝「すっぱい！」)

じいちゃんは、みんなが集まってご飯を食べる

のがうれしくて、わざと苦手なものを食べて、は

しゃいでいたのだと思う。

このせりふ。もう聞くことはできないが、今で

も耳に残っている。というか、私が［じいちゃん］

を思うと、カセットテープに録音してあったかの

ように、いつでも繰り返し再生できるのだ。

酸味が苦手な祖父だから、普段の食卓、つまり

祖母がつくる献立には、たとえば［酢の物］など

の酸っぱい料理はなかったであろう。

だから、祖母の娘である私の母も、［酢の物］

はつくらない。結果、母のつくる料理で育った北

山も同じで、［酢の物］は決して得意ではない。

会食のシーンに［酢の物］が登場すると、無作

法ながらこっそりと醤油をかけてしまう。食べ物

の嗜好は、こうやって受け継がれていく。

ただし、私は［寿司飯］は大好きだし、［濃い

めのレモンサワー］も好きである。話を戻す。

晩ごはんの後は、たいてい麻雀が始まる。

「まさあき、イッチャンやるんだろ？」

（麻雀のゲーム単位。イッチャン＝一荘。）

って、いちばん麻雀をやりたいのはじいちゃんな

のだが、孫に誘われたから付き合う、という体に

したいのだろう。居間の隣の和室に移動する。

ばあちゃんとの対戦は楽しい。ばあちゃんは、

いい手が入ると、首がコクリコクリと動く。人の

話を聞いて納得してうなずいているような動き

だ。それが、とても可愛らしく見えた。

私が［ばあちゃん］を思うと、ビデオテープに

録画されていたかのように、首を振るばあちゃん

の姿を、今でも鮮明に再生できる。

◆思う。

テレビ番組を数百時間も録画できる大容量の

［ハードディスク］。わが家にもある。しかし、

私たちがそれぞれのたくさんの［思い出］を仕舞

ってある［胸］には、到底かなわないだろう。

なぜなら、私たちが、過去の出来事や特定の場

面を［思う］と、人の顔や景色ばかりでなく、聴

いた音や声、そして、触れた感触や味、においま

でもが、次から次へとよみがえるのだから。

しかし、弱点もある。まず、劣化すること。時

間の経過とともに薄れていく［思い出］がある。

でも、まだまだこの先、何回も何回も見たい顔や

聴きたい音はたくさんある。劣化を防ぐ方法は、

定期的に［思う］ことか。

そして、どんなに悲しくて辛い［思い出］であ

っても、簡単には消去できないこと。だから、［思

う］たびに涙を流してしまう。

◆卒業生へ。

［思い出］という言葉が似合う３月。

19名の卒業生の［胸］の中には、どんな［思い

出］が詰まっているのだろうか。

卒業文集によれば、修学旅行や宿泊研修、学芸

会や運動会など、大きな行事がランキングの上位

を占める。でも…。

なにげない、ささいな出来事が、そのあともず

っと頭から離れないことが誰にでもあると思う。

それは、給食の鯵フライをほお張ったときのサ

クサク感かもしれないし、担任教師とのふれあい

かもしれない。いや、こっそり思いを寄せる女子

からの、幸せなひと言かもしれない。

たくさんの思い出を胸に、これから［おとなへ

の道］を歩んでいく卒業生には、たまには、鷹栖

小学校を［思う］ときがあってほしい。

新しい門出に、幸多からんことを願う。

（ 校長 北 山 雅 章 ）



3 月 19 日（水）、鷹栖町長 谷寿男様、ＰＴ

Ａ会長 表裕樹様をはじめ多くのご来賓の方々

にご臨席いただき、第 127 回卒業証書授与式を挙

行しました。 

19 名の卒業生は、

将来の夢や中学校で

の抱負、家族への感謝

の言葉などを堂々と

述べ、校長先生から卒

業証書を受け取りました。受け取った証書を保護

者の方へ手渡す姿は、親子の絆を感じさせ、会場

全体が温かい雰囲気に包まれました。 

式には、4・5 年生

が在校生代表として

出席し、卒業生への

感謝と中学校での活

躍を祈る言葉を呼び

かけ形式で送りまし

た。また、スクールバ

ンドが奏でる入退場の音楽が、卒業式に華を添え

ました。１～３年生は、各教室からオンラインで

参加し、卒業生の門出を祝いました。 

卒業生は、これまでの学びと成長を堂々と示し、

在校生は、感謝と憧れの気持ちを立派な態度で表

現しました。卒業生の皆さんが、小学校で培った

自信を胸に、中学校でも力いっぱい活躍されるこ

とを心から願っています。 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございま

す！ 
 

３月７日（金）、「６年生を送る会」を全校児

童が体育館に集まり実施しました。会の進行役は

５年生が務め、準備から司会まで、責任を持って

立派に役割を果たしてく

れました。次期最高学年

としての自覚が感じられ

る素晴らしい姿でした。 

各学年の発表では、劇、

漢字クイズ、リコーダ

ー演奏、６年生との対

決等々、それぞれ工夫

を凝らした発表を行

いました。どの学年の 

発表も素晴らしく、６年生への感謝の気持ちと、

全校児童の心が一つになった感動的な会となり

ました。 
 

 ３月６日（木）、６年生を対象に、たかすぶっ

くクラブの皆様による「読み聞かせスペシャル」

が開催されました。 

卒業を間近に控えた６

年生へ、今後の生き方

を考えさせる内容の読

み聞かせをしていただ

き、子どもたちの心に

深く響く時間となりました。子どもたちは、真剣

な表情で聞き入っていました。 

読み聞かせの最後に

は、たかすぶっくクラ

ブの皆様から、６年生

一人ひとりに心のこ

もったプレゼントを

いただきました。６年

生にとって忘れられない宝物となったことでし

ょう。 

また、３月１３日（木）をもって、今年度の読

み聞かせは終了となりました。１年間、子どもた

ちのために素敵な読み聞かせをしてくださった、

たかすぶっくクラブの皆様に心より感謝申し上

げます。読み聞かせを通して、子どもたちは豊か

な心を育むことができました。ありがとうござい

ました。 

４月の行事予定 
 
７日（月）着任式・始業式・入学式 

（午前授業・給食無し） 職員会議 
８日（火）１年生下校指導（～１０日） 
９日（水）１年生給食開始 

１０日（木）学力検査（２～６年） 
１４日（月）身体測定（４・５・６年） 
１５日（火）町教研・上教研（午前授業） 

身体測定(１･２･３年） 
ＣＯＴ（４・５・６年①） 

１６日（水）ＣＯＴ（４・５・６年②） 
１７日（木）全国学力・学習状況調査（６年） 

知能検査（２・５年） 児童会 
１８日（金）全校参観日 ＰＴＡ総会 尿検査① 
２１日（月）自宅確認訪問① ＣＯＴ（４・５・６年③） 
２２日（火）自宅確認訪問② 朝会（児童会前期認証式） 
２３日（水）自宅確認訪問③ １年生を迎える会 
２４日（木）児童会 ＣＯＴ（４・５・６年④） 
２５日（金）交通安全教室 
２８日（月）研修日 
２９日（火）昭和の日 
３０日（水）心電図検査（１年） 


